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Nexus Dashboardの展開の概要

Nexus Dashboardプラットフォーム

Cisco Nexus Dashboardは、複数のデータセンターファブリックのための中央管理コンソール
で、ネットワークポリシーと運用のためのリアルタイム分析、可視性、保証を実現し、Cisco
ACIや NX-OSなどのデータセンターファブリックのポリシーオーケストレーションを提供
しています。

NexusDashboardは、シスコが提供するデータセンターのLANファブリック、SANファブリッ
ク、および IP Fabric for Media（IPFM）ネットワークにまたがる ACIおよび NX-OSデプロイ
メント向けの包括的な管理ソリューションです。NexusDashboardは、IOS-XEスイッチ、IOS-XR
ルータ、シスコ以外のデバイスなど、他のデバイスもサポートしています。マルチファブリッ

クコントローラであるNexusDashboardは、VXLANEVPN、クラシック 3層LAN、FabricPath、
LAN向けのルーテッドベースファブリックなどの複数の展開モデルを管理すると同時に、こ
れらすべての環境ですぐに使用できる制御、管理、モニタリング、および自動化機能を提供し

ます。さらに、Nexus Dashboardを SANにインストールすると、Cisco Nexus Dashboardスト
レージ固有の機能と分析機能に重点を置いた NX-OSモードで Cisco MDSスイッチと Cisco
Nexusファミリのインフラストラクチャを自動化します。

この文書は、Cisco Nexus Dashboardクラスタを最初に展開し、ファブリックをオンボードする
方法について説明します。クラスタが稼働したら、日常の操作に関する Nexus Dashboardの設
定と操作に関する記事を参照してください。

（注）

統合 Nexus Dashboardのデプロイメント

Nexus Dashboard（ND）プラットフォームと関連サービスは、以前に次の方法で利用できまし
た。
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• NDリリース 3.1より前のリリースでは、 Nexus Dashboardにはプラットフォームソフト
ウェアのみが付属しており、サービスは含まれていませんでした。最初の NDプラット
フォームの展開後、サービス（NDI、NDO、NDFCまたはそのいずれか）を個別にダウン
ロード、インストール、および有効化します。

• NDリリース 3.1および 3.2では、 Nexus Dashboardは NDプラットフォームソフトウェア
と個々のサービスのソフトウェアを統合されたパッケージ形式でパッケージ化しました。

ただし、サービスは個別に有効にしたままです。ファブリックの管理とインサイトは、ま

だ統合されていない、独立した 2つのピースでした。

さらに、Nexus Dashboardリリース 3.1および 3.2には「展開モード」の概念があり、展開
モードを選択することで、Nexus Dashboardで特定のサービスを静的に有効にできます。
ただし、展開モードの変更は、データや再インストールを含むサービス全体を消去する破

壊的な試みでした。最後に、 Nexus Dashboardリリース 3.1および 3.2の単一の Nexus
Dashboardクラスタですべてのサービスを実行することはできませんでした。

NDリリース 4.1以降、プラットフォームと個々のサービスが 1つの製品に統合されました。
サービスを個別に展開および構成する必要がなくなり、個々のサービスをアクティブ化した

り、展開モードを静的に構成したりする必要がなくなります。さらに、フォームファクタに応

じて、以前のリリースでサービスとして出荷されていた機能を Nexus Dashboardで使用できま
す。独立したサービスの概念がなくなったため、ユーザーエクスペリエンスが統合され、代わ

りに、単一のダッシュボードビューからすべての機能を利用できるようになりました。

展開したクラスタの形式とクラスタノードの数によっては、特定の機能（コントローラ、オー

ケストレータ、テレメトリなど）がユニファイド Nexus Dashboard製品で使用できない場合が
あります。 Nexusダッシュボードキャパシティプランニングツールの情報を確認して、クラ
スターインストールで使用できる機能を確認します。

（注）

ハードウェアとソフトウェアのスタック

Nexus Dashboardは、ソフトウェアフレームワーク（Nexus Dashboard）がプリインストールさ
れた、特殊なCisco UCSサーバ（Nexus Dashboardプラットフォーム）のクラスタとして提供さ
れます。Cisco Nexus Dashboardソフトウェアスタックは、ハードウェアから分離して、多数の
仮想フォームファクタで展開できます。このドキュメントでは、「NexusDashboardworker」は
ハードウェアを指し、「Nexus Dashboard」はソフトウェアスタックと GUIコンソールを指し
ます。さらに、「物理NexusDashboard」または「pND」という用語を使用して、NexusDashboard
ソフトウェアスタックが事前にインストールされている Cisco UCS物理アプライアンスハー
ドウェアを指し、「リモート対応 Nexus Dashboard」または「vND」という用語を指します。
をデータノードとアプリケーションノードをサポートするリモート対応フォームファクタに

追加します。

このガイドでは、 Nexus Dashboardソフトウェアの初期デプロイメントについて説明します。
これは、物理および仮想フォームファクタに共通です。物理クラスターを展開する場合は、

UCSサーバーのハードウェアの概要、仕様、およびラッキングの手順について、NexusDashboard

ハードウェアセットアップガイドを参照してください。
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Nexus Dashboardソフトウェアへの rootアクセスは、Cisco TACのみに制限されています。一
連の操作とトラブルシューティングコマンドを有効にするために、すべての Nexus Dashboard
展開のために特別なユーザー rescue-userが作成されます。使用可能な rescue-userコマンド

の詳細については、Nexus Dashboardドキュメントライブラリの「トラブルシューティング」
の章を参照してください。

（注）

利用可能なフォームファクタ

Cisco Nexus Dashboardのこのリリースは、さまざまなフォームファクタを使用して展開できま
す。ただし、すべてのノードに同じフォームファクタを使用する必要があります。同じクラス

タ内で異なるフォームファクタのノードを混在させることはサポートされていません。物理

フォームファクタは、現在 4機種の異なる Cisco UCSサーバをサポートしています
（SE-NODE-G2、ND-NODE-L4、ND-NODE-G5S、および ND-NODE-G5L）。同じクラスタ内に SE-NODE-G2

サーバと ND-NODE-L4サーバを混在させることはできますが、 SE-NODE-G2サーバと ND-NODE-L4

サーバで、ND-NODE-L4サーバと同じクラスタに ND-NODE-G5Sサーバを混在させることはできま

せん。

•物理アプライアンス（.iso）：このフォームファクタは、Cisco Nexus Dashboardソフト
ウェアスタックがプレインストールされた、CiscoUCS物理アプライアンスハードウェア
を指します。

このドキュメントの後半のセクションでは、既存の物理アプライアンスハードウェアでソ

フトウェアスタックを設定してクラスタを展開する方法について説明します。Nexus
Dashboardハードウェアのセットアップについては、特定のUCSモデルのNexus Dashboard

ハードウェアセットアップガイドを参照してください。

•仮想アプライアンス：Nexus Dashboardクラスタを展開できる仮想フォームファクタで、
VMware ESX（.ova）または RHEL KVM (.qcow2）を使用します。

仮想フォームファクタは、次の 2つのプロファイルをサポートしています。

•データノード：このプロファイルは、システム要件が高いため、より大規模な展開や
統合型のデプロイメント向けに設計されています。

•アプリノード：システム要件が低いこのプロファイルは、セカンダリノードとして
展開できます。プライマリノードとして展開することもできますが、統合型のデプロ

イメントはサポートしていません。

AWSパブリッククラウド上で仮想Nexus Dashboard（vND）を実行するためのサポートも
提供されています。詳細については、「Amazon Web Services（AWS）での仮想 Nexus
Dashboard（vND）の展開」を参照してください。

Nexus Dashboardリリース 4.2(1)以降では、Nutanix上で仮想Nexus Dashboard (vND)を実行
するサポートも提供されます。詳細については、「Nutanixでの仮想 Nexus Dashboard
（vND）の展開」を参照してください。
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展開を計画するときは、このドキュメントの次のいずれかのセクションで、展開するフォーム

ファクタに固有の「前提条件とガイドライン」のリストを確認してください。サポートされて

いるフォームファクタ、スケール、およびクラスタサイジングの要件のクイックリファレン

スは、Nexus Dashboardクラスタサイジングツールで入手できます。

（注）

スケールとクラスタサイジングのガイドライン

基本的な Nexus Dashboardの展開は、通常、クラスタを起動するために必要な 1つまたは 3つ
のプライマリノードで構成されます。スケール要件に応じて、3ノード以上のクラスターを最大
3つのセカンダリノードを追加して拡張し、より高いスケールをサポートできます。クラスタへ
のセカンダリノードの追加は、クラスタのデプロイメント中に行う必要があり、クラスターの

初期化後に追加することはできません。

•物理クラスタの場合、プライマリノードに障害が発生した場合にクラスタを容易に回復で
きるようにするため、最大 2つの スタンバイノードを追加することもできます。

•仮想クラスタの場合、最大2つのスタンバイノードもサポートされますが、コントローラの
みまたはオーケストレーションのみの展開の場合は 3ノードの vND (アプリ)プロファイ
ルでのみサポートされます。

特定のユースケースに必要な追加のセカンダリノードの正確な数は、Nexus Dashboardクラス
タサイジングツールから入手できます。

スケールとクラスターサイジングの制限

次の制限は、スケーリングとクラスターのサイジングに適用されます。

• ND-NODE-G5L（UCS-C225-M8）ノードは、3ノードクラスター構成でのみ使用できます。

• 4クラスターノードの展開。ここでクラスターの構成は次のとおりです。

• 3つの仮想ノード（データ）、および

• 1つのスタンバイノード

サポートする構成。スタンバイノードを使用せずにこのクラスターを再展開します。クラ

スター内のいずれかのノードに障害が発生した場合は、新しいノードを再インストール

し、 [管理（Administration >）] [システム（System）] [ステータス（Status）] > [ノード
（Nodes）]に移動してから、 [アクション（Actions）]> [再登録（Re-Register）]をクリッ
クして、再インストールしたノードをクラスターに戻します。

•単一ノード展開は、初期の展開後に 3ノードクラスタに拡張することはできません。

単一ノードクラスターを展開し、それを3ノードクラスターに拡張するか、セカンダリノー
ドを追加する場合は、それをバックアップし、新しい 3ノードベースクラスターを展開
して、後でそのバックアップを復元する必要があります詳細については、「NexusDashboard

のバックアップと復元」を参照してください。
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•単一ノード展開では、追加のセカンダリノードまたはスタンバイノードはサポートされませ
ん。

• 3ノードクラスタの場合、クラスタが動作し続けるには、少なくとも 2つのプライマリノー
ドが必要です。

詳細については、「Cisco Nexus Dashboardを使用した高可用性サービスの展開」を参照し
てください。

•既存のクラスタ全体のサイズを変更するために、プライマリノードまたはセカンダリノー
ドを動的に追加または削除することはできません。クラスタのサイズを変更するには、ク

ラスターをバックアップし、クラスタを必要なサイズに再構築してから、設定を復元する

必要があります。新しいクラスタサイズが、デプロイメントでサポートされているスケー

ルおよび機能の要件を満たしていることを確認します。

•クラスタサイズの変更が必要な場合は、一度に 1つのセカンダリノードだけを削除しま
す。クラスターが正常な状態に戻るまで待ってから、次のセカンダリノードを削除しま

す。Nexus Dashboard GUIで、または acs healthコマンドを実行して、クラスタの正常性を
確認します。複数のセカンダリノードを同時に削除したり、クラスタの収束中に削除した

りしないでください。

•検証済みのスケールの場合、 Nexus Dashboardクラスタを初期展開する時に全ての必要な
ワーカーノードを含める必要があります。追加のワーカーノードは、既存のクラスタに

追加することができます。しかし、現在のリリースでは、初期展開後にワーカーノードを

追加してもクラスタの検証済みスケールキャパシティがダイナミックに増加することはあ

りません。追加ノードは、技術情報の大きいセットに渡ってワークロードを配布すること

に役立ち、個々のノードへの集中を軽減します。ワーカーノードが追加された後にスケー

ルのキャパシティを増やす必要がある場合、拡張されたトポロジがスケール構成に反映さ

れるようにクラスタのバックアップと復元ができます。

サポートされているノードタイプと機能について

• NexusDashboardには、SE-NODE-G2（UCS-C220-M5）、ND-NODE-L4（UCS-C225-M6）、
ND-NODE-G5S（UCS -C225-M8）、および ND-NODE-G5L（ UCS-C225-M8）など、いく
つかのノードタイプが Nexus Dashboardで使用できます。

•ファブリックごとに有効にできる主な機能には、 Controller、 Telemetry、および
Orchestrationが含まれます。

•ノードと機能の互換性には、ノードタイプの混在や特定のクラスタでのすべての機能の有
効化などのガイドラインと制限事項が適用されます。

サポートされているノードタイプと機能について

Nexus Dashboardで以下のノードタイプを利用できます：

• ND-NODE-G5S (UCS-C225-M8)。3ノードクラスターの製品 IDは ND-CLUSTERG5Lです：

• ND-NODE-G5S (UCS-C225-M8)。3ノードクラスターの製品 IDは ND-CLUSTERG5Sです：
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• ND-NODE-L4（UCS-C225-M6）。3ノードクラスターの製品 IDは ND-CLUSTER-L4です：

• SE-NODE-G2 (UCS-C220-M5)。3ノードクラスターの製品 IDは SE-CL-L3です：

SE-NODE-G2（UCS-C220-M5）ノードのサポートは、今後のNexus
Dashboardリリースで終了します。このアプライアンスの EOLマ
イルストーンは、次の場所にあります：

Cisco UCS M5ラックサーバー（C220 M5、C240 M5、C480 M5）

の販売終了およびサポート終了の通知。

今後の Nexus Dashboardリリースノートには、このアプライアン
スがサポートされる最後のリリースに関する詳細が含まれます。

UCS-C220-M5ノードの RMA交換が必要な場合、M6が引き続き
サポートされている間、UCS-C225-M6ノードを引き続き交換で
きます。M6がマイルストーン終了（EOL）に近づいたら、M6が
EOLに達した後もM5ノードRMAを継続的にサポートできるよう
に、4.xリリースへのアップグレードを計画する必要があります。

M6 EOLマイルストーンが完了するまで、M5の RMA交換は引き
続きM6ノードで履行されます。この移行期間を使用して、4.xリ
リースへのアップグレードを計画し、完了することをお勧めしま

す。

（注）

また、LAN展開でこれらの機能を活用できます。

• Controller：ファブリック管理とも呼ばれます。この機能は、NX- OSおよび非 NX OSス
イッチ（Catalyst、ASRなど）の管理に使用されます。これには、非ACIファブリックタ
イプの作成、ソフトウェアアップグレードの実行、それらのファブリックでの新しい構成

の作成が含まれます。

• Telemetry：この機能は、前のリリースで Nexus Dashboard Insightsによって提供されてい
た機能と同様のテレメトリ機能を提供します。 [ファブリックの>管理（ManageFabrics）]
でファブリックを作成または編集するときに、 Telemetry機能を有効にして使用できま
す。

• Orchestration：Orchestration機能を Nexus Dashboardを介して拡張し、複数の ACIファブ
リックを接続し、ネットワークおよびポリシー構成とともにテナントを複数のACIファブ
リックに統合して展開します。 [管理（Administration） ] > [システム設定（System
Settings）]> [マルチクラスタ接続（Multi-cluster Connectivity）] > [接続クラスタ（Connect
Cluster）]でACIを追加する場合、 Orchestration 機能を有効にして使用できます。

Nexus Dashboardによって管理される各ファブリックでは、同じNexus Dashboardクラスタ内、
またはマルチクラスタフェデレーテッド Nexus Dashboard展開全体で次の機能を個別に有効に
できます。

• Controller

展開の概要と要件

6

展開の概要と要件

サポートされているノードタイプと機能について

https://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/cloud-systems-management/application-policy-infrastructure-controller-apic/apic-m3-l3-se-node-g2-eol.html
https://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/cloud-systems-management/application-policy-infrastructure-controller-apic/apic-m3-l3-se-node-g2-eol.html


•テレメトリ（Telemetry）

•オーケストレーション

一部のクラスタ展開形式では、単一クラスタですべての機能を有効にできない場合がありま

す。Nexus Dashboard展開に固有のサポートされているフォームファクタ、スケール、および
クラスタサイジング要件のクイックリファレンスについては、「Nexus Dashboard Capacity
Planningツール」を参照してください。

（注）

注意事項と制約事項：

•クラスタ内で、より新しい ND-NODE-G5L または ND-NODE-G5S （UCS-C225-M8）ノードを、
旧式の SE-NODE-G2（UCS-C220-M5）および ND-NODE-L4（UCS-C225-M6）ノードと混在さ
せて使用することはできません。

さらに、同種の ND-NODE-G5Lまたは ND-NODE-G5Sクラスタのみを使用できます。まとめる

と、次のようになります。

• ND-NODE-G5Lノードを含むクラスタは、そのクラスタに追加の ND-NODE-G5Lノードの

みを持つことができます。

• ND-NODE-G5Sノードを含むクラスタは、そのクラスタに追加の ND-NODE-G5Sノードの

みを持つことができます。

• ND-NODE-G5Lノードは、LAN展開でのみサポートされています。

•仮想フォームファクタは、 Cisco Nexus Dashboard Verified Scalability Guide ので説明して
いるように、多くのクラスタサイズおよびタイプですべての機能をサポートしているわけ

ではありません。

• Nexus Dashboardノードが使用できなくなると、一部のテレメトリ機能が影響を受ける可
能性があります。保証、バグスキャン、ログ収集などのテレメトリのダイナミックジョブ

はブロックされ、ノードが復元されるまで実行されません。

•デプロイメントがそのフォームファクタでサポートされているスケールの 50%以下で動
作している場合、ノード障害時にテレメトリ機能が完全にサポートされます。たとえば、

3vNDデータフォームファクタは最大 100台のスイッチをフルスケールでサポートしま
す。デプロイメントに50のスイッチが含まれており、Nexusダッシュボードノードが使用
できなくなった場合、テレメトリサービスは正常に動作し続けます。サポートされている

スケールの 50%を超えて動作する展開では、ノード障害時のテレメトリの動作はベスト
エフォートベースで提供され、一部の機能が低下する可能性があります。

Windows 11 VDIクライアントのサイジング

Windows 11仮想デスクトップインフラストラクチャ（VDI）環境では、複数のユーザーが同
時に UIにアクセスする場合に、十分なクライアントリソースを割り当てて Nexus Dashboard
UIの安定したパフォーマンスを提供します。以下の設定は、同時 VDIユーザーセッションご
とにテストおよび検証されています。
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https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/tools/nd-sizing/index.html
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/tools/nd-sizing/index.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/nd/4x/scalability/cisco-nexus-dashboard-verified-scalability-411.html


これらのサイジング要件は、NexusDashboardUIへのアクセスに使用されるVDIクライアント
セッションに適用されます。

ユーザーごとに推奨設定ユーザーごとにサポートされ

る最小構成

コンポーネント

16 vCPU8 vCPUCPU

2.1 GHz以上2.1 GHz以上プロセッサ速度

互換性のある 64ビットプロ
セッサ（2コア以上）。イン
テル Xeonシルバー 4116以降

互換性のある 64ビットプロ
セッサ（2コア以上）。イン
テル Xeonシルバー 4116以降

プロセッサ

32 GB RAM8 GB RAMメモリ

有効有効または無効ハードウェアアクセラレー

ション

1280 × 720ピクセル以上1280 × 720ピクセル以上ディスプレイの解像度

展開の概要と要件
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。
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